
固定的な性別役割分担意識を持っていませんか？ 

～6月２３日～29日は男女共同参画週間です！～ 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

固定的な性別役割分担意識とは 

 「家事・育児は女性がするべきだ」、「長時間労働や単身赴任は男性がして当然だ」等

のように、性別を理由として、役割を固定的に分ける考え方のことをいいます。 

 令和 7年度和歌山県男女共同参画県民意識調査では、「『男は仕事、女は家庭』など、

性別によって男女の役割を決めるような考え方についてどのように思いますか。」という

質問に対して、以下のような結果になりました。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェック☑  

●「職場のリーダーは男性のほうが向いている」 

 「女の子は料理ができて当然だ」 

 「男性は強くたくましくなければならない」 

 「女性は結婚によって、経済的に安定を得るほうが良い」 

 と思ったことはありませんか？ 

●性別にかかわらず、誰もが個性と能力を発揮できる社会を実現するためには、行政だけ 

 ではなく、一人ひとりの取組が必要です。すべての人が自分らしい人生を実現させるた   

 めに、家庭や職場、学校や地域等、まずは身のまわりの人間関係について考えてみませ   

 んか？ 

 
チェックリストの問い合わせ先  

県人権施策推進課 

TEL：073-441-2566   

FAX：073-433-4540 

 

 

人権チェックリスト 令和 8年 

6月号 

 

出典：令和 7年度和歌山県男女共同参画県民意識調査 

内閣府男女共同参画局ホームページ  

●「女性応援ポータルサイト」 ●「男女共同参画とは」 

 

 

 男女共同参画の問い合わせ先 

県多様な生き方支援課 

TEL：073-441-2510 

FAX：073-441-2501 

 

n＝集計対象の総数 


